
ブラームス： 

ピアノ三重奏曲 第１番  

 ブラームス最初の室内楽作品で、彼が 21 歳の 1854 年に作曲。その後 1891 年

に改訂版が出版された。ソナタ形式の第１楽章は、まるで一篇のチェロ・ソナタ

のように始まる。この冒頭の主題旋律は、本楽章のみならず、曲全体に統一感を

もたらしている。第２楽章は三部形式のスケルツォ。暗い森のなかで妖精が踊っ

ているような幻想的な風景が現れる。中間部のトリオでは緊張がほどけて柔和な

陽ざしが差し込むが、最後は再び幻想的な楽想へと立ち返る。第３楽章も三部形

式。コラール風の厳粛な雰囲気を持つ主題で始まる。寡黙で神秘的な対話のなか

に叙情的な中間部が挟まれる。第４楽章はロンド形式。チェロが第１主題を歌い

出し、その後半を受け継いで大らかな第２主題へと続く。最後は大きな盛り上が

りを経て、堂々と曲を閉じる。 

 

ヴァイオリン・ソナタ 《F.A.E.》 より スケルツォ 

 「F.A.E.ソナタ」は、シューマンが、弟子のアルベルト・ディートリヒ、ブラ

ームスと３人でヴァイオリン・ソナタを共作し、友人の名ヴァイオリン奏者ヨー

ゼフ・ヨアヒムに贈ろうと企画して、1853 年秋に生まれた。ブラームスがシュー

マンのもとを初めて訪れた頃、まだ 20 歳のときである。ブラームスは第３楽章

スケルツォを担当した。各楽章とも、ヨアヒムのモットーである「自由だが孤独

に（Frei aber einsam）」の頭文字をとった「F（ファ）・A（ラ）・E（ミ）」がモ

チーフとして使われており、この楽章では中間部に変形した形で用いられている。 

 

ピアノ五重奏曲 

 ブラームス唯一のピアノ五重奏曲で、30 代前半の作品。まず 1862 年に２つの

チェロを擁する「弦楽五重奏曲」として生まれた本作は、推敲魔だったブラーム

スにより、「２台のピアノのためのソナタ」への書き換えも含めて試演や改変を

繰り返し、最終的に「ピアノ五重奏曲」という形で 1864 年に完成した。こうし

た苦心の成果にもかかわらず、その痕跡は少しも見られず、あふれるほどの叙情

のなかに若々しい情熱がみなぎっているのが、傑作たる所以だろう。 

 第１楽章はソナタ形式。冒頭のピアノと第１ヴァイオリンとチェロとのユニゾ

ンで奏される第１主題から激しく心を揺さぶられる。短調のまま色合いを変えて

奏される第２主題もほの暗い情感を含んでおり、劇的な高まりと美しい叙情とが

絶妙に絡み合い、充実した楽章を形づくる。第２楽章は三部形式。一転して穏や

かな雰囲気になるが、落ち着いた暗さを保っている。第３楽章は三部形式のスケ

ルツォで、変化に富む楽章。緊迫した雰囲気から輝かしい強奏に至る波の繰り返

しが重ねられて、穏和な中間部とのコントラストを際立たせる。第４楽章は、序

奏付きのロンド形式。序奏は神秘的な雰囲気に満ちている。続く主部は民謡風の

リズミカルな主題旋律で、最後は素朴な喜びを謳歌するかのように盛り上がって

曲を締めくくる。 


